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レセプションデスク。香港と同様にコンシェルジュと共に事務系のデス
クは奥まったスペースに置き、ロビーラウンジの華やかさを演出している

ザ・ペニンシュラ上海の案内標。外灘側から少し入った北京東路に正面
エントランスを設けている

アプローチ部分の植栽を含め、美しくライトアップされた正面エントランス

ザ・ペニンシュラ上海
The Peninsula Shanghai
世界にはまだまだ日本人が訪れていないホテルがある。このコーナー
ではホテリエが知っておくべき「世界のリーディングホテル」を紹介する。
これまで多くのホテル紹介本が出版されてきたが、そのほとんどが現
地のホテルと事前に取材の連絡を取り合い、プロのカメラマンや通訳、
そのほか大勢を連れ立っての大名取材であり、宿泊は省略といったこ
とも多々であった。本連載では、著者自身が長年にわたる個人旅行中
に自分の目で感じ取り、コメントを書き込み、自分のカメラで思いのま
まを撮ってきた写真を掲載する。 ※本連載は毎月2・4週号掲載

世界のリーディングホテル VOL25

1920年から30年代のアールデコ様式を取り入れた、ザ・ペニンシュラ上海の正面ファサード。ペニンシュ
ラ香港と同じ大きなツインの獅子に迎えられる

ロビー中央にペニ
ンシュラ香港と呼
応する優雅なラウ
ンジ「The Lobby」
がある。香港の著
名なアーティスト、ヘ
レン・プーン作の立
体感ある壁画が両
側に飾られている

外灘側にあるシャネル
のショップ脇にもレスト
ラン用出入り口を設け
ている

― 2012.6.8 ― 19

ペニンシュラの母体である香港上海大酒店有限
公司「The Hongkong and Shanghai Hotels, Ltd」
の発祥の地にザ・ペニンシュラ上海が戻ってきた。
1880年代、アヘン戦争など西欧列強の干渉にさら
されていた激動の中国大陸に、ユダヤ系イラク人
の兄弟がやって来た。兄のエリー・カドゥーリーと弟
のエリス・カドゥーリーだ。またたく間に商才を発揮
して、銀行、不動産、ゴム園、ホテル業などで成功
を収める。その後、共産中国の誕生で、カドゥーリ
ー一族は香港に逃げ延びることとなるが、上海に
は当時三つのホテルを所有していた。アスター・ホ
テル「現・浦江飯店」、パレス・ホテル「現・和平飯店、
南楼」そしてマジェスティック・ホテル「大華飯店」で、
前二者は今も現存しているがオーナーは入れ替わ
っている。また、かつて一族が住んでいたカドゥー
リー公邸「嘉道里公館」は、現在は上海市少年宮と
呼ばれ一般に公開されている。そのカドゥーリー一
族が60年ぶりに上海に戻ってきたという訳だ。
中国大陸との関係では1990年初頭にパレス・ホ

テル「王府飯店」（現・ペニンシュラ北京）と提携し
ていたが、今回2009年10月のオープニングはペニ
ンシュラ上海の凱旋帰国の意味合いを持つ開業で
あった。立地は外灘源と呼ばれ以前は英国領事館
があって、今も広大な領事館庭園が広がる場所に
隣接している。つまり、ここから上海の外灘が始
まったというエリアで、まさに上海最高の1等地と
いうロケーションである。ホテルの正面エントラ
ンスは外灘側から北京東路に少し入った所にあ
り、1階部分は「The Peninsula Arcade」として25
のブランドショップがぐるりとホテルを囲んで店を
構える。また外灘側にも出入り口を設け、シャネ
ルのショップとレストランのエントランスがある。
ペニンシュラ上海はスイートを含め全235室で、

上海屈指の広さを誇るゲストルームだ。建物は
1920～30年代のアールデコ様式を取り入れ、新築
でありながら高い天井と共にクラシカルな雰囲気
を持つ。内装は中国人デザイナーをあえて排し、
巨匠ピエール・イヴ・ロションを起用したエレガント
なスタイルである。巨大な獅子像に迎えられロビー
に入ると優雅なラウンジ「The Lobby」に目を見張
る。香港と同じスタイルで、フロントやコンシェルジ
ュデスクなど入り口にある事務的なものは、すべて
背後のスペースに寄せてある。香港の著名なアー
ティスト、ヘレン・プーン作の立体感ある壁画が印象
的だ。メインダイニングの「Sir Elly's Restaurant」
にあるテラス席からの外灘の眺望や、「The
Compass Bar」の趣ある雰囲気もお勧めである。
巨大都市上海は、万博後も高級ホテルの建設、

開業が続きその繁栄を謳歌している。外灘から望
む浦東エリアがその中心で、上海一の高さになる
上海中心大廈（地上高632m）も2年後の2014年に
完成する予定だ。しかし、上海発祥の地である外
灘源で、往時の激動の歴史を振り返るのも一興か
と思う。あのカドゥーリー一族の発祥の地で。

渋い木目を多用した重厚感あふれる客室廊下

プールサイドでは軽食も用意され、ガラス戸を開くと
オープンエアのデッキ部分に出られる

モザイクタイルが美しいスイミングプール。25mある
本格派だ

「The Compass Bar」のエントランス。黄浦江で活躍
した“SHENGKING”ボートのレプリカが飾ってある

中国趣味の漆調システムコンソールが部屋と調和するシッティングエリア。この部屋は「Deluxe Room」の
客室で約58㎡の広さがあり、このクラスでは上海最大級の広さを誇る

シッティングエリアから俯瞰したキングベッド

優雅な造形のバスタブとバスルーム。
壁面は彫の深いレリーフで飾られている


